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　内科医としての初期研修を終え，家庭医後期研修の終盤に差し掛かったころの私は，それな
りに小児を診療できるという自信があった．2ヵ月の小児科研修も無事修了していたうえに，小
児科医であった両親からの耳学問も役立っていた．
　ある日の外来で，幼稚園児の熱源を扁桃炎と診断した私はアデノウイルス迅速検査をした．
結果は陰性であった．そのとき，私は両親に検査の感度が低いのでたぶんアデノだと説明した．
しかし，その子の熱は下がらない．両親が「小児科医に紹介してください」と私にいった．屈辱
を感じながらも紹介した小児科医からの「川崎病顔貌でした」というあっさりした返事に，自信
は過信であったことを思い知らされた．
　「餅は餅屋」．その後もこのような苦い経験は数えきれない．しかし，わからない症例は抱え込
まず，専門家に紹介状を書くほうがよいことを学んだ．
　臨床に謙虚に，専門家に敬意を．プライマリ・ケア医として忘れられない症例である．
� 児玉和彦（こだま小児科）

心に残った発熱症例
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